
 

スズキ、二輪車世界耐久選手権で 

２年連続、１５回目の年間チャンピオン獲得 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
スズキ株式会社のフランス子会社スズキフランス社の二輪車耐久レースチーム「スズキ・エンデュランス・

レーシングチーム（ＳＥＲＴ）」が、８月２７日にドイツ・オッシャースレーベンで行われたＦＩＭ（国際モーター

サイクリズム連盟）が主催する「二輪車世界耐久選手権」の最終戦で２位表彰台を獲得した。この結果、

シーズン累計ポイントで２年連続、１５回目の年間チャンピオンを獲得した。 

 
二輪車世界耐久選手権は、市販ベースの二輪車で競われる耐久レースで、年間４戦が行われている。

市販車の走行性能や耐久性など総合力が求められるレースで、スズキはスーパースポーツモデル  

「ＧＳＸ-Ｒ１０００」で参戦している。 

ＳＥＲＴは、第１戦フランスの「ル・マン２４時間」で５位入賞した後、第２戦ポルトガルの「ポルティマン 

１２時間」で２位表彰台に上がり、着実にポイントを重ねてきた。第３戦の「鈴鹿８時間」は２２位でポイント

獲得はならなかったが、第３戦終了時点でのシーズン累計ポイントランキングでは首位とわずか９ポイント

差で４位につけていた。そして最終戦（第４戦）ドイツの「オッシャースレーベン８時間」では、終始首位争い

を繰り広げ、トップと２１秒差で２位表彰台を獲得した。 

この結果、シーズン累計ポイントが２位と１ポイント差の８８ポイントとなり、逆転で２０１６年シーズンの

年間チャンピオンに輝き、ＳＥＲＴのチームワークの高さと「ＧＳＸ-Ｒ１０００」の高い総合力を証明した。 

 
スズキ・エンデュランス・レーシングチーム（ＳＥＲＴ）２０１６年シーズンの成績 

 レース 開催月日 場所 順位 

第１戦 ル・マン２４時間 ４月９、１０日 フランス ５位 

第２戦 ポルティマン１２時間 ６月１１日 ポルトガル ２位 

第３戦 鈴鹿８時間 ７月３１日 日本 ２２位 

第４戦 オッシャースレーベン８時間 ８月２７日 ドイツ ２位 
 
シーズン累計ポイント 

 チーム ポイント 

1 位 Ｓｕｚｕｋｉ Ｅｎｄｕｒａｎｃｅ Ｒａｃｉｎｇ Ｔｅａｍ ８８ 
2 位 ＧＭＴ ９４ ＹＡＭＡＨＡ ８７ 
3 位 Ｔｅａｍ Ａｐｒｉｌ ＭＯＴＯ Ｍｏｔｏｒｓ Ｅｖｅｎｔｓ ７８ 

 

２０１６年８月２９日 


